
（形成外科）

１．概　　要
　2012年の手術総数は382件、診療内容は、皮膚外傷、指尖部切断、熱傷、瘢痕形成、皮膚良性腫瘍、
あざ、顔面骨骨折、悪性腫瘍切除後再建、褥瘡、先天奇形などである。Qスイッチアレキサンドライト
レーザー、炭酸ガスレーザーによるレーザー治療を行っている。 血管腫に有効なレーザーは当院には
導入されていないが、レーザー専門医の代務医師による血管腫外来を月２回行っている。
　最近の傾向としては創傷に対する湿潤療法を積極的に行うことにより、従来手術を要していた熱傷、
外傷性皮膚欠損、指尖部損傷、褥瘡なども多くが保存的治療のみで治癒するようになってきており、そ
れに伴い手術件数はやや減少している。
　当院では対応できない手術症例では大学病院（名大、愛知医大）とも連携して常に最新、かつ高度な
治療が提供できるように心がけている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柏　崎　喜　宣）
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皮膚損傷 416人
32.9%

頭部の開放創
204人 16.1%新生物 174人

13.7%

先天奇形 70人 5.5%

皮膚の肥厚性障害 51人
4.0%

皮膚及び皮下組織の障害
50人 3.9%

限局性腫脹，腫瘤 41人
3.2%

その他の色素異常症 35人
2.8%

メラニン細胞性母斑 32人
2.5%

爪の障害 29人 2.3%
その他 164人
13.0%

形成外科

人662,1:数者患新度頻別患疾

人662,1:数者患新度頻別患疾別月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

皮膚損傷 頭部の開放創 新生物 先天奇形
皮膚の肥厚性障害 皮膚及び皮下組織の障害 限局性腫脹，腫瘤 その他の色素異常症
メラニン細胞性母斑 爪の障害 その他



　⑴　形成外科臨床集計
名５５９,１ 数患新
名２８ 数者患院入
件２８３ 数件術手
件０８ 術手麻全　　

　　腰麻、伝達麻酔手術 ５件
　　局麻手術 ２９７件

手術内容区分
件５２ 傷外　Ⅰ

Ⅱ　先天異常 ２７件
件９８１ 瘍腫　Ⅲ

Ⅳ　瘢痕　ケロイド ３３件
Ⅴ　軟治性潰瘍 １１件
Ⅵ　炎症　変性疾患 ３７件

件０６ 他のそ　Ⅶ
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№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 尋常性白斑に１ミリミニグラフト法を
行った経験 樋 口 朋 子 第47回日本形成外科学会中部支部学術

集会 2012/7/7

2 耳輪陥凹変形に対する Island Bridge 
Method の応用 大貫安紀子 第60回日本形成外科学会中部支部東海

地方会 2012/10/20


